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研究成果の概要：我々は内在性 MHC class II 拘束性マイナー抗原の提示に FK506 binding protein 
(FKBP)51 が関与していることを見出した。本研究では FKBP51 の抗原提示における分子相互機構を知

るために、FKBP51 欠損 COS 細胞株を作成した。その結果、抗原提示能が失われた欠損株では抗原分子

の細胞内蓄積が観察されなかった。しかしながら、抗原分子内のあるモチーフ構造に変異をいれると、抗

原提示量が減少し、抗原分子の細胞内の貯留がみられた（J. Immunology 投稿中）。これは、野生株と

FKBP51 欠損株においても変化がないことから、FKBP51 分子の抗原提示機構における役割はプロセッ

シングから提示までの過程に限定される可能性が推測された。  
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１．研究開始当初の背景 
MHC class II に提示される内在性抗原の提示機

構に関して、FKBP51 が抗原提示に関わっている

ことを申請者らが明らかとしたが、抗原のプロセ

ッシングに関する役割なのか否かについては不明

であった。 
２．研究の目的 
本研究では FKBP51 の抗原提示における分子機構

を知るために、１）FKBP51 が抗原ペプチド・MHC 

class II 複合体の輸送に関わっているのか、２）

プロセッシングに関わっているのか、３）HSP90

との関わりはあるのかの３点を目的とした。 

３．研究の方法 
short hairpin RNA(shRNA)を用いた RNA 干渉にお

ける FKBP51 の欠損株の作成。1)FKBP51 抗体を持

いた免疫沈降法での結合分子の同定、２）欠損株

での細胞内における抗原分子の蓄積、貯留の確認、

３）免疫沈降法における HSP90 の同定と結合部位

の同定 

４．研究成果  

FKBP51 欠損細胞株の作成には成功し、それを用

い、2)の課題である FKBP51 分子プロセシングの

関与について検討した結果、関与しないことが明

らかとなった。１）、３）の課題については結論が

得られなかった。 
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